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は
じ
め
に

四
世
鶴
屋
南
北
は
、
長
い
下
積
み
の
後
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

閏
一
月
の
狂
言
『
世よ
に
ひ
ゞ
け
お
と
わ
の
さ
く
ら

響
音
羽
桜
』（
河
原
崎
座
）
に
お
い
て
初
め
て

立
作
者
の
地
位
（
当
時
は
勝
俵
蔵
。
以
下
南
北
）
に
座
っ
た
。
し
か
し
、

享
和
三
年
の
河
原
崎
座
は
、
麻
疹
の
流
行
と
役
者
間
の
も
め
事
に
よ

る
休
座
が
続
き
、
役
者
は
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
作
者
も
ま
た
手

薄
で
、
千
歳
軒
鶴
姿
が
ス
ケ
と
し
て
同
座
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
井

草
利
夫
は
、﹁
名
実
と
も
に
立
作
者
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
は
疑
問
﹂

（『
鶴
屋
南
北
の
研
究
』、
桜
楓
社
、
一
九
九
一
年
）
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
古
井
戸
秀
夫
氏
は
、﹁
鶴
屋
南
北
（
三
）﹂（『
近
世
文
芸　

研

究
と
評
論
』、
一
九
八
五
年
十
一
月
）
に
お
い
て
、『
役や
く
し
や
だ
い
ふ
く
て
ふ

者
大
福
帳
』（
文
政

十
四
年
刊
）
の
﹁
此
翁
（
南
北
…
筆
者
注
）
勝
俵
蔵
と
て
安
永
五
申
年

初
て
狂
言
作
者
の
見
習
に
出
追
々
出
世
な
し
て
享
和
元
酉
年
よ
り
立

作
者
と
な
ら
れ
﹂
と
い
う
南
北
追
善
口
上
の
記
事
を
取
り
上
げ
、
享

和
元
年
十
一
月
説
を
述
べ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
翌
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
も
河
原
崎
座
に
居

続
け
た
南
北
は
、『
天て
ん
ぢ
く
と
く
べ
い
い
こ
く
ば
な
し

竺
徳
兵
衛
韓
噺
』
を
成
功
さ
せ
、
同
年
の
顔
見

世
狂
言
『
四し
て
ん
わ
う
も
み
ぢ
の
ゑ
ど
ぐ
ま

天
王
楓
江
戸
粧
』
に
お
い
て
、
再
び
立
作
者
に
な
る
。

南
北
は
、
文
化
二
年
十
一
月
に
中
村
座
に
移
っ
て
、
奈
河
七
五
三
助

に
続
き
二
枚
目
に
座
り
、
客
座
に
初
代
桜
田
治
助
を
迎
え
、

『
清せ
い
わ
げ
ん
じ
に
だ
い
の
ゆ
み
と
り

和
源
氏
二
代
将
』（
十
一
月
）、『
念ね
ん
り
き
や
た
て
の
す
ぎ

力
箭
立
椙
』（
文
化
三
年
正
月
）、

『
館や
の
じ
む
す
び
は
な
の
ぎ
や
う
れ
つ

結
花
行
列
』（
同
四
月
）
を
書
き
続
け
る
。
南
北
の
地
位
は
、

桜
田
治
助
と
奈
河
七
五
三
助
に
続
く
三
番
目
で
あ
っ
た
が
、
古
井
戸

氏
は
、
右
の
作
品
の
執
筆
に
南
北
が
中
心
的
な
役
割
を
し
た
と
し
て

い
る
（
前
掲
論
文
）。

『
館
結
花
行
列
』
考

片　
　

龍
雨
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し
た
が
っ
て
文
化
三
年
は
、
南
北
の
初
期
の
作
品
を
知
る
た
め
に

は
、
重
要
な
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
年
の
南
北
の
台
帳
は
、『
念

力
箭
立
椙
』（
正
月
、
中
村
座
）
が
渥
美
清
太
郎
編
『
日
本
戯
曲
全
集

第
十
四
巻　

曾
我
狂
言
合
併
集
』（
春
陽
堂
、
一
九
二
九
年
）
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、『
念
力
箭
立
椙
』

の
後
日
狂
言
で
あ
る
『
館
結
花
行
列
』
を
取
り
上
げ
、
南
北
の
初
期

の
作
品
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
後
の
作
品
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
確

認
す
る
。

一　

成
立

本
作
の
台
帳
は
、
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
所
蔵

（
登
録
番
号
、
ロ
16
―
５
―
３
～
４
）
の
も
の
が
現
存
す
る
。
こ
の
台
帳

は
、『
春は
る
の
に
し
き
だ
て
ぞ
め
そ
が

錦
伊
達
染
曾
我
』（
寛
政
二
年
︿
一
七
九
〇
﹀
正
月
、
中
村
座
）

と
題
さ
れ
た
帙
に
同
作
と
一
緒
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
春

錦
伊
達
染
曾
我
』
の
二
冊
（
ロ
16
―
５
―
１
～
２
）
と
『
館
結
花
行
列
』

の
二
冊
の
合
計
四
冊
が
、『
春
錦
伊
達
染
曾
我
』の
帙
に
入
っ
て
い
る
。

そ
し
て
帙
の
見
返
し
に
は
、﹁
ぞ
う
り
う
ち
／
二
通
﹂
と
書
か
れ
た
紙

片
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
紙
は
、
こ
の
二
つ
の
作
品
が
入
っ
て
い

た
袋
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
両
作
品
は
、
鏡
山
の
世
界
を
描
い
て
お

り
、
初
代
桜
田
治
助
が
執
筆
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
共
通
性
を
持

つ
。
こ
の
た
め
、﹁
ぞ
う
り
う
ち
二
通
﹂
と
し
て
一
緒
に
保
管
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
ロ
16
の
登
録
番
号
を
持
つ
台
帳
は
、
中
村
座
旧
蔵
と

さ
れ
て
い
る
が︶

1
︵

、
中
村
座
の
関
係
者
が
一
緒
に
し
た
に
し
ろ
、
桜
田

治
助
が
自
分
の
関
わ
っ
た
二
作
品
を
ま
と
め
た
に
し
ろ
、
両
作
品
は

同
じ
袋
に
納
ま
り
、
今
ま
で
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
『
館
結
花
行
列
』
の
書
誌
を
、簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。（
以

下
ロ
16
―
５
―
３
は
３
、
ロ
16
―
５
―
４
は
４
と
表
記
）

︹
体
裁
︺
写
本
。
半
紙
本
。
二
冊
。

︹
丁
数
︺
３
・
二
十
七
丁
、
４
・
三
十
九
丁
、
計
六
十
六
丁
。

︹
表
紙
︺
３
・
寅 

の
／
三
月
狂
言
／
館
結
花
行
列
／
第
一
番
目
五

建
目
／
長
谷
寺
の
場

　
　
　

４
・
寅 

の
／
三
月
狂
言
／
館
結
花
行
列
／
第
一
番
目
六

建
目
／
草
履
打
の
場
／
仕
返
し
の
場

︹
裏
表
紙
︺
３
・
文 

化
三
年
丙
寅
三
月
大
吉
日
／
紙
数
廿
五
葉
／

千
穐
萬
歳
／
大
々
叶
／
作
者
奈
川
七
五
三
助
。

　
　
　

４
・
文 

化
三
年
丙
寅
三
月
大
吉
日
／
紙
数
三
十
七
葉
／

千
秋
萬
歳
／
大
々
叶　

作
者
／
勝
俵
蔵
／
桜
田
治

助

︹
行
数
︺
３
・
十
～
十
二
行
、
４
・
十
六
～
十
九
行
。

︹
そ
の
他
︺
各
表
紙
に
主
な
役
者
名
を
挙
げ
る
。

裏
表
紙
の
署
名
に
よ
る
と
、
立
作
者
の
奈
河
七
五
三
助
が
五
立
目

を
、
ス
ケ
の
桜
田
治
助
と
二
枚
目
の
南
北
が
六
立
目
を
書
い
た
こ
と
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に
な
る
。

鏡
山
物
は
、
加
賀
藩
の
横
領
を
謀
る
家
臣
大
槻
伝
蔵
と
、
そ
れ
に

立
ち
向
か
う
忠
臣
前
田
対
馬
守
の
対
立
を
描
く
加
賀
騒
動
の
話
と
、

松
平
周
防
守
の
屋
敷
で
起
こ
っ
た
下
女
さ
つ
の
仇
討
ち
の
逸
話
、
い

わ
ゆ
る
草
履
打
ち
の
二
つ
の
筋
か
ら
な
る
作
品
の
一
群
を
言
う
。

加
賀
騒
動
を
歌
舞
伎
に
し
た
の
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
九

月
京
都
四
条
通
南
側
大
芝
居
中
山
猪
八
座
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た

『
加か
ゞ
み
や
ま
く
る
わ
の
き
ゝ
が
き

々
見
山
郭
写
本
』
が
早
い
。
作
者
部
屋
に
は
、
立
作
者
の
奈
河

亀
助
と
弟
子
の
奈
河
七
五
三
助
が
い
た
。
そ
の
後
、
加
賀
騒
動
に
草

履
打
ち
を
加
え
た
作
品
が
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
正
月
江
戸
薩

摩
外
記
座
で
上
演
さ
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
『
加か
ゞ
み
や
ま
こ
き
や
う
の
に
し
き
ゑ

々
見
山
旧
錦
絵
』
で
あ

る
。
作
者
は
、
容よ
う
よ
う
た
い

楊
黛
で
あ
っ
た
。
翌
年
の
四
月
に
は
、
森
田
座
が

容
楊
黛
を
立
作
者
に
迎
え
、
同
作
品
を
『
増
補
加か
ゞ
み
や
ま
こ
き
や
う
の
に
し
き
ゑ

々
見
山
旧
錦
絵
』

の
名
題
で
歌
舞
伎
に
移
し
た
。
二
枚
目
作
者
は
曽
根
正
吉
、
三
枚
目

は
南
北
で
あ
っ
た
。
河
竹
繁
俊
は
、﹁
思
ふ
に
、
実
際
は
大
南
北
が
増

補
し
て
歌
舞
伎
化
し
た
の
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
﹂（﹁︿
加
賀
見
山
﹀

研
究
﹂『
歌
舞
伎
演
出
の
研
究
』
早
川
書
房
、
一
九
四
八
年
）
と
し
て
、『
増

補
加
々
見
山
旧
錦
絵
』
に
お
け
る
南
北
の
役
割
を
指
摘
し
て
い
る
。

鏡
山
物
を
、曾
我
の
世
界
の
中
に
取
り
入
れ
た
の
は
、前
掲
の
『
春

錦
伊
達
染
曾
我
』
で
あ
る︶

2
︵

。
渥
美
清
太
郎
は
、『
日
本
戯
曲
全
集
第
十

巻　

初
代
桜
田
治
助
集
』（
春
陽
堂
、
一
九
三
〇
年
）
所
収
の
『
春
錦

伊
達
染
曾
我
』
の
解
説
に
﹁
純
歌
舞
伎
に
脚
色
さ
れ
た
第
一
の
鏡
山

と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
脚
本
で
あ
る
﹂
と
同
作
品
を
高
く
評
価
し

て
い
る
。
ま
た
同
氏
は
、﹁
系
統
別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題
﹂
の
四
十
六
回

目
（『
芸
能
』
五
巻
二
号
、
芸
能
学
会
編
）
に
も
『
春
錦
伊
達
染
曾
我
』

を
取
り
上
げ
、﹁︿
試
合
﹀︿
烏
啼
き
﹀︿
奥
庭
﹀
と
い
う
、
原
作
（
浄

瑠
璃
『
加
賀
見
山
旧
錦
絵
』
…
筆
者
注
）
に
な
い
場
が
出
来
た
の
は
こ

の
時
が
初
め
だ
。（
略
）
以
後
こ
の
世
界
は
、
江
戸
の
曾
我
狂
言
の

三
番
目
と
き
ま
つ
た
﹂
と
後
の
作
品
へ
の
影
響
を
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
鏡
山
物
の
成
立
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
『
加
々
見

山
郭
写
本
』『
増
補
加
々
見
山
旧
錦
絵
』『
春
錦
伊
達
染
曾
我
』
の
三

つ
の
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ
関
与
し
た
奈
河
七
五
三
助
、
桜
田
治
助
、
南

北
が
合
作
し
た
の
が
本
作
で
あ
る
。
河
竹
繁
俊
は
、
前
掲
の
論
考
に

お
い
て
﹁
作
者
は
勝
俵
蔵
、
桜
田
治
助
と
あ
る
。
勝
俵
蔵
は
言
う
ま

で
も
な
く
鶴
屋
（
大
）
南
北
で
あ
り
、
こ
の
治
助
は
二
代
目
で
あ
る
。

初
代
は
︿
次
助
﹀、
二
代
以
下
は
︿
治
助
﹀
と
署
し
て
ゐ
る
こ
と
は

注
目
す
べ
き
た
。
ぜ
ん
た
い
の
清
書
は
、
二
代
治
助
と
推
定
さ
れ
る

が
、
大
南
北
自
筆
の
添
削
が
数
ケ
所
発
見
さ
れ
る
と
い
ふ
、
こ
れ
ま

た
善
本
で
あ
る
﹂
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
治
助
を
二
代
治
助
と
し

た
上
で
、
南
北
が
主
に
本
作
の
六
立
目
を
書
い
た
と
考
察
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
こ
の
時
に
は
初
代
桜
田
治
助
は
生
き
て
い
た

し
、
松
島
半
二
が
二
代
目
桜
田
治
助
を
襲
名
す
る
の
は
、
文
化
五
年
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の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
治
助
は
初
代
で
あ
る
。
た
だ
、
先
述
の
通
り
、

南
北
が
執
筆
に
多
く
関
わ
っ
て
い
た
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、﹁
大
南
北

自
筆
の
添
削
が
数
ケ
所
発
見
さ
れ
る
﹂
と
い
う
の
は
首
肯
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
南
北
は
現
行
の
歌
舞
伎
『
鏡
山
旧
錦
絵
』
の
成

立
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
南
北
が
彼
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
り
、

鏡
山
物
の
筋
と
隅
田
川
物
の
筋
を
綯
い
交
ぜ
に
し
た

『
隅す
み
だ
が
わ
は
な
の
ご
し
よ
ぞ
め

田
川
花
御
所
染
』（
文
化
十
一
年
三
月
、
市
村
座
）
を
書
い
た
の
も
、

鏡
山
物
の
成
立
の
流
れ
の
中
で
、
本
作
品
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二　

五
立
目
の
添
削

奈
河
七
五
三
助
が
担
当
し
た
と
さ
れ
る
五
立
目
に
は
、治
助
の『
春

錦
伊
達
染
曾
我
』
と
類
似
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。
こ
の
『
館
結
花

行
列
』
と
同
じ
帙
に
入
っ
て
い
る
台
帳
は
、
花
見
の
場
を
欠
い
て
い

る
が
、
別
に
渥
美
清
太
郎
が
『
日
本
戯
曲
全
集
第
十
巻　

初
代
桜
田

治
助
集
』
に
翻
字
し
収
め
た
と
思
わ
れ
る
伊
原
青
々
園
旧
蔵
本
（
現

演
劇
博
物
館
所
蔵
、
ロ
16
―
397
―
１
～
４
の
四
冊
）
が
現
存
す
る
。
貸
本

屋
系
統
の
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
の
本
に
は
、
表
紙
に
場
割
が
記
さ
れ

ず
、
代
わ
り
に
一
か
ら
四
の
数
字
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

渥
美
清
太
郎
が
﹁
鶴
个
岡
の
場
﹂
と
し
た
場
が
、『
館
結
花
行
列
』
の

﹁
長
谷
寺
の
場
﹂
に
類
似
し
て
い
る
。　
　
　

両
作
品
の
各
場
は
、
板
付
き
の
役
者
達
に
よ
る
短
い
場
面
を
見
せ

た
後
、
す
ぐ
大
姫
及
び
岩
藤
と
尾
上
、
腰
元
達
の
登
場
で
始
ま
る
。

そ
し
て
花
見
の
場
面
に
な
り
、
大
姫
が
出
家
の
願
い
を
述
べ
る
。
岩

藤
は
、
大
姫
を
自
分
の
弟
の
主
税
に
嫁
が
せ
る
た
め
に
大
姫
の
出
家

に
反
対
し
、大
姫
の
意
志
を
尊
重
す
る
尾
上
と
対
立
す
る
。
岩
藤
は
、

尾
上
の
腰
元
の
不
義
を
問
題
に
し
た
り
、
香
炉
（
あ
る
い
は
硯
）
の

御
家
の
重
宝
が
尾
上
（
あ
る
い
は
尾
上
の
腰
元
）
に
よ
り
割
ら
れ
る
よ

う
謀
っ
た
り
し
て
、
尾
上
を
困
ら
せ
る
が
、
尾
上
は
大
姫
の
慈
悲
と

自
ら
の
機
知
に
よ
っ
て
、
岩
藤
の
弱
み
を
握
る
こ
と
が
で
き
る
。
皆

退
場
し
、
残
っ
た
岩
藤
の
一
味
は
、
大
姫
の
許
嫁
で
あ
る
清
水
冠
者

義
高
調
伏
の
企
み
を
す
る
。
以
上
が
、
両
作
品
の
共
通
す
る
筋
の
流

れ
で
あ
る
。『
春
錦
伊
達
染
曾
我
』
の
場
合
、
曾
我
物
語
と
お
初
徳

兵
衛
の
世
界
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
因
ん
だ

場
面
が
入
っ
て
い
る
。
強
い
て
言
え
ば
、『
館
結
花
行
列
』
の
﹁
長
谷

寺
の
場
﹂
は
、『
春
錦
伊
達
染
曾
我
』
の
﹁
鶴
个
岡
の
場
﹂
か
ら
曾
我

と
お
初
徳
兵
衛
に
関
わ
る
場
面
を
除
き
、
役
名
を
少
し
変
え
て
で
き

た
と
も
言
え
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。『
館
結
花
行
列
』
に
お
い
て
『
春

錦
伊
達
染
曾
我
』
が
、
ど
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
の
か
、
一
例
を
挙

げ
る︶

3
︵

。
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『
春
錦
伊
達
染
曾
我
』

　

尾
上　

畏か
し
こ

ま
り
ま
し
た

　
　
　

 

ト
尾
上
取と

つ
て
、
香こ
ふ
ろ炉

を
取と
り

上
、
下
座
へ
下さ

が

ら
う
と
す
る
。
岩
藤

後う
し
ろ

よ
り
尾
上
を
突つ

き

倒た
を

す
拍ひ
や
ふ
し子

に
、
香こ
ふ
ろ炉

を

落
し
、微み
ぢ
ん塵
に
砕く
だ

け
る
。

ト
驚お
ど
ろ

く
。
恟び
つ
く

り
す
る

尾
上
に
詰つ

め
寄よ

せ

　

皆
　々

こ
れ
は

　

大 

膳　

こ
れ
は
尾
上
ど
の
、

こ
り
や
めマ
マ

ア
致
し
た
義
で

ご
ざ
る
。
麁そ
そ
う相

も
程ほ
ど

が
あ

る
も
の
ぢ
や
。
世よ

に
類
た
ぐ
ひ

無な

き
淺あ
さ
ぎ
ぬ絹

の
香こ
ふ
ろ炉

、
微み
ぢ
ん塵

と
な
つ
て
は
土つ
ち

く
れ

同ど
う
ぜ
ん前
。
こ
り
や
、
此こ
の

分ぶ
ん

で

は
済す

み
ま
す
ま
い

『
館
結
花
行
列
』

　

袖
浦　

畏
り
ま
し
た

　
　
　

 

ト
大
姫
が
側
に
あ
る
硯

箱
を
持
て
下
ら
ふ
と
す

る
。
此
時
、
岩
藤
、
袖

浦
が
後
よ
り
褄
を
踏ふ

ま

へ
一
寸
突
倒
す
。
こ
れ

に
て
袖
浦
転こ

け
る
拍
子

に
持
た
る
硯
を
打
割
。

皆み
な
〳
〵々

見
て

　

皆 

　々

そ
れ
〳
〵
。
硯
が
割わ

れ
た
わ
い
な
ア

　
　

 　

 

ト
恟
り
し
て
袖
浦
硯
を

取
上

　

袖 

浦　

そ
り
や
、
こ
れ
お
硯

が

　
　

 　

 

ト
左
門
と
顔
見
合
せ
、

思
入

　

岩 

藤　

済す

む
済す

ま
ぬ
と
云い

ふ

は
常つ
ね

体て
い

の
事
。
こ
れ
程ほ
ど

大た
い
せ
つ切

な
品し
な

を
も
持も

ち
な
が

ら
、
何
に
浮う

か
れ
て
其そ
の

よ

ふ
に
、
手て

を
持
つ
た
物
、

落
さ
ん
し
つ
た

　

尾 

上　

こ
り
や
、
後う
し
ろ

か
ら

こ
な
さ
ん
が

　

岩 

藤　

な
ん
と
云
わ
つ
し
や

る

　

主 

税　

ヤ
ア
〳
〵
、
大
切
な

御
秘
蔵
の
浪
花
潟
の
お

硯
。
打
割
て
済
ふ
と
思
ふ

か

　

袖 

浦　

で
も
、
コ
リ
ヤ
。
お

局
様
が
後
ろ
か
ら

　

岩 

藤　

何な
ん

と
云い

わ
つ
し
や

る
。
此
岩
藤
が
ど
ふ
し
た

と

　

袖
浦　

サ
ア
、
そ
れ
は
な

　

岩 

藤　

こ
れ
い
の
ふ
。
麁
相

も
麁
相
に
よ
る
。
大
そ
れ

た
。
浪
花
潟
の
お
硯
を
持

な
が
ら
、
そ
わ
〳
〵
と
日

頃
か
ら
男
さ
へ
見
り
や
き

よ
ろ
〳
〵
す
る
故
、
此
様

な
麁
相
。
砕
た
硯
の
言
訳

が
あ
る
か

　

袖
浦　

サ
ア
、
そ
れ
は
な
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上
段
の
『
春
錦
伊
達
染
曾
我
』
は
、
尾
上
が
大
切
な
香
炉
を
運
ぶ

際
、
後
か
ら
岩
藤
に
突
き
倒
さ
れ
、
香
炉
を
割
っ
て
し
ま
う
場
面
で

あ
る
。
引
用
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
下
段
の
『
館
結
花
行
列
』
の

同
場
面
は
、
香
炉
が
硯
に
、
尾
上
が
袖
浦
に
変
わ
り
、
台
詞
の
前
後

が
あ
る
だ
け
の
相
違
で
、
台
詞
の
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
台
帳

の
裏
表
紙
に
、こ
の
場
の
作
者
と
記
さ
れ
て
い
る
奈
河
七
五
三
助
は
、

﹁
此
人
、
天
明
よ
り
文
化
の
末
ま
で
永
く
此
道
に
染
な
が
ら
、
多
く

は
院
本
を
沢キ
リ
ハ
メ文
し
物
、
或
は
古
狂
言
を
添
削
す
る
の
み
に
て
、
一
部

の
趣
向
立
た
る
物
少
し
。
そ
れ
故
戯
場
者
流
よ
り
、
洗
濯
物
の
七
五

三
助
と
異
名
を
附
た
り
﹂（
西
沢
一
鳳
著
『
伝
奇
作
書
初
編
』
天
保
十
四

年
︿
一
八
四
三
﹀
自
序
）
と
い
う
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い
た
。
こ
の

評
価
を
念
頭
に
、
右
の
作
品
の
引
用
部
分
を
見
る
と
、
な
る
ほ
ど
奈

川
七
五
三
助
は
治
助
の
『
春
錦
伊
達
染
曾
我
』
の
台
帳
を
多
く
参
考

・
引
用
し
て
『
館
結
花
行
列
』
を
書
い
た
事
が
分
か
る
。

『
館
結
花
行
列
』
の
執
筆
に
は
、『
春
錦
伊
達
染
曾
我
』
の
立
作
者

で
あ
る
治
助
が
同
座
し
て
い
た
の
で
、
七
五
三
助
が
治
助
の
指
示
を

受
け
、『
春
錦
伊
達
染
曾
我
』
を
多
く
利
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
南
北
は
、
そ
れ
に
か
な
り
の
添
削
を
加
え
て
い
る
。
添
削
の
大

半
が
、
貼
り
紙
に
よ
る
修
正
で
あ
る
た
め
、
修
正
以
前
の
内
容
を
確

認
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
が
、３
の
十
四
丁
ウ
と
十
五
丁
オ
は
、

丁
の
余
白
に
添
削
さ
れ
た
の
で
、内
容
が
確
認
で
き
る
箇
所
で
あ
る
。

岩
藤
の
腰
元
四
人
は
、
惚
れ
て
い
る
荒
川
左
門
（
九
世
森
田
勘
弥
）

と
の
取
り
持
ち
を
奴
八
百
平
（
市
川
八
百
蔵
）
に
頼
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
仲
立
ち
が
う
ま
く
い
か
な
い
故
、
四
人
の
腰
元
は
左
門

を
引
き
留
め
、口
説
き
始
め
る
。
そ
の
場
に
八
百
平
が
取
り
か
か
り
、

腰
元
達
に
各
自
の
帯
で
自
ら
の
目
を
隠
さ
せ
、
左
門
と
八
百
平
か
ら

暫
く
離
れ
て
い
る
と
、
恋
が
叶
う
と
嘘
を
つ
く
。

八
百
平　

よ
し 

〳
〵
。
か
う
し
て
お
い
て
、
何ど

こ処
ぞ
ず
つ
と
、

あ
つ
ち
へ
遠
の
い
た
〳
〵

（
略
）

四
人　
　

か
う
か
へ
〳
〵

八
百
平　

イ
ヽ
ヤ
ま
だ
ゝ
〳
〵

菊
野　
　

ヲ
ヽ
、
そ
の
様よ
ふ

に
跡
へ
寄よ

つ
た
ら

四
人　
　

留
場
の
口
へ
、
出
て
し
も
ふ
わ
い
な
ア

八
百
平　

そ
ん
な
ら
そ
こ
ら
で
、
す
ゞ
ん
で
い
た
り

四
人　
　

さ
ら
ば
恋
の
返
事
を
待
た
ふ
か

八
百
平　

サ
ア
、
邪
魔
は
払
ろ
ふ
た
。
左
門
さ
ま

左
門　
　

段
々
〳
〵
の
志
し

八
百
平　

イ
ヤ
、
こ
れ
は
お
礼
に
痛
み
入
り
ま
す

四
人　
　

モ
ウ
、
お
返
事
が
有
そ
ふ
な
物
じ
や
が　

左
門　
　

あ
の
厚あ
つ

か
ま
し
い
。
云い

ふ
事
聞き
ゝ

や
い
の

八
百
平　

馬
鹿
な
面つ
ら

で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
か
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左
門　
　

そ
ふ
し
て
、
袖
浦
が
最
前
の
返
事
は

八
百
平　

 

そ
こ
は
、
抜ぬ

か
ら
ぬ
八
百
平
奴
。
ち
や
ん
と
返
事
は

斯
の
通
り

　
　
　

ト
状
を
出
し
渡
す

左
門　
　

ヱ
ヽ
忝
な
い

八
百
平　

コ
レ
○
マ
ア
ご
ざ
り
ま
せ

　
　
　

ト
唄 

に
な
り
左
門
、
八
百
平
下
座
へ
は
入
る
。
ト
鳴
滝

法
師
う
そ
〳
〵
と
出
て
来
て

（
略
）

桐
島　
　

 

コ
レ
、
そ
こ
ら
に
美
し
い
勘
弥
に
似
た
お
若
衆
は
い

や
し
や
ん
せ
ぬ
か

右
は
、
浄
瑠
璃
『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』
の
、
岩
藤
が
横
恋
慕
す
る

桃
井
求
馬
に
手
紙
を
送
る
場
面
の
書
き
換
え
で
あ
る
。
作
者
の
七
五

三
助
は
、
四
人
の
腰
元
が
色
事
を
し
か
け
る
と
、
そ
の
仲
に
立
っ
て

い
た
奴
八
百
平
が
腰
元
達
を
う
ま
く
騙
し
て
逃
げ
る
場
面
を
作
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
左
門
の
﹁
あ
の
厚
か
ま
し
い
﹂
以
下
の
台
詞
か

ら
、
左
門
と
八
百
平
の
退
場
の
前
ま
で
の
削
除
が
指
定
さ
れ
、
代
わ

り
に
以
下
の
内
容
が
余
白
に
記
さ
れ
て
い
る
。

左
門　
　

 

返
事
と
云い

へ
ば
八
百
平
。
ソ
レ
、
其そ
な
た方
に
頼
ん
だ
事

は

八
百
平　

ヲ
ツ
ト
、
皆
迄 

。
お
つ
し
や
る
な

　
　
　

ト
木こ
か
げ陰
よ
り
松
が
へ
を
連
て
来
り

　
　

ソ
レ
お
約
束

　
　
　

ト
突
や
る

松
が
へ　

や
ア
ヽ
ヽ
ヽ
、
左
門
様

左
門　
　

松
が
へ
殿

松
が
へ　

た
ん
と
噺
が
有
わ
い
な
ア

　
　
　

ト
寄よ

り
添そ

ふ

左
門　
　

サ
ア
、
其
噺
も
か
た
い
お
館
。
思
ふ
様
に
な
ら
ぬ
故

松
が
へ　

書
て
置
た
此
文
。
コ
レ
読
で
下
さ
ん
せ
い
な
ア

　
　
　

ト
文
を
出
す

八
百
平　

 

モ
シ
、
そ
ん
な
文
は
、
何い

つ時
で
も
読
れ
る
。
人
の
こ

ぬ
間
に
、
松
が
へ
様
、
ア
ノ
別
当
の
小
座ざ
し
き敷

で

松
が
へ　

じ
や
と
云い

ふ
て

八
百
平　

ハ
テ
、
何
や
ら
甚
酌
置
に
し
て

松
が
へ　

そ
ん
な
ら
八
屋マ
マ

平

八
百
平　

ド
レ
、
休
息
所
で
□
□
大
通
で
出
か
け
べ
い
か

追
加
を
し
た
人
物
は
、
前
掲
の
﹁
大
南
北
自
筆
の
添
削
が
数
ケ
所

発
見
さ
れ
る
﹂
と
い
う
河
竹
繁
俊
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
南
北
の
添
削

と
し
た
い
。
添
削
前
は
、
四
人
の
腰
元
を
騙
し
た
二
人
が
腰
元
等
を

嘲
笑
い
な
が
ら
逃
げ
る
単
純
な
場
面
だ
が
、
添
削
後
は
左
門
の
恋
人

が
現
れ
、
濡
れ
が
加
わ
っ
た
場
面
に
変
わ
っ
て
い
る
。
全
体
の
筋
の
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上
で
は
、
尾
上
の
難
儀
の
原
因
に
な
る
手
紙
が
、
左
門
の
手
に
渡
さ

れ
る
添
削
前
の
ま
ま
で
も
よ
い
。
し
か
し
南
北
は
、
手
紙
だ
け
で
な

く
、
不
義
の
相
手
の
松
が
へ
ま
で
を
登
場
さ
せ
、
左
門
と
の
濡
れ
場

を
作
り
、
よ
り
視
覚
的
な
演
出
に
変
え
て
い
る
。
左
門
を
演
じ
た
九

世
森
田
勘
弥
は
、
享
和
元
年
に
名
跡
を
襲
名︶

4
︵

し
て
五
年
足
ら
ず
と
、

ま
だ
若
年
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
左
門
と
松
が
へ
が
下
座
へ
入
っ

た
後
、
残
さ
れ
た
四
人
の
腰
元
の
一
人
で
あ
る
桐
島
は
、﹁
美
し
い
勘

弥
に
似
た
お
若
衆
﹂
と
言
い
な
が
ら
左
門
を
探
す
。
南
北
は
、
右
の

よ
う
な
楽
屋
落
ち
を
利
か
せ
、
勘
弥
を
引
き
立
た
せ
る
添
削
を
行
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

配
役
を
考
慮
し
た
添
削
の
例
は
、
他
に
も
あ
る
。
左
門
の
﹁
そ
ふ

し
て
、
袖
浦
が
最
前
の
返
事
は
﹂
と
い
う
削
除
後
の
台
詞
か
ら
、
左

門
の
不
義
の
相
手
は
袖
浦
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
左
門
の
不
義

は
、尾
上
に
難
儀
を
か
け
る
た
め
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

相
手
が
誰
で
あ
っ
て
も
た
い
し
た
意
味
は
持
た
な
い
。
松
が
へ
に
こ

の
役
割
を
与
え
た
の
は
、
袖
浦
を
勤
め
た
市
川
瀧
之
助
に
は
香
炉
を

割
る
場
面
が
与
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
南
北
は
、
瀧
之
助

と
松
が
へ
を
演
ず
る
四
世
中
村
七
三
郎
の
二
人
が
均
等
に
活
躍
で
き

る
筋
に
変
え
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、左
門
の
不
義
を
、﹁
そ
ふ
し
て
、

袖
浦
が
最
前
の
返
事
は
﹂
と
い
う
台
詞
で
処
理
す
る
よ
り
は
、
七
三

郎
を
舞
台
に
登
場
さ
せ
、
勘
弥
と
の
濡
れ
場
を
見
せ
る
こ
と
で
、
七

三
郎
の
見
せ
場
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

南
北
が
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
も
う
一
つ
の
例
は
、
３
の
二
十

五
丁
オ
に
あ
る
。

岩
藤　

す
り
や
、
ア
ノ
、
そ
れ
が

鳴
滝　

 

先
達
て
申
た
通
り
、
土
中
へ
こ
れ
を
埋
て
置
ば
一
七
日

の
そ
の
内
に
、
命
を
取
る
は
愚
僧
が
受
合　
　

岩
藤　

 

太
義
で
有
ツ
た
。
常
〳
〵
は
役
柄
ゆ
へ
、
む
さ
苦く
ろ

し
い

金
銀
な
ぞ
は
手
に
ふ
れ
ね
ど
も
、そ
な
た
に
逢
ふ
た
時
は
と
、

用
意
し
た
此
金
子

　
　

ト
箱
よ
り
袱ふ
く
さ紗
に
包
し
百
両
包
を
出
し

　

そ
ち
へ
の
褒
美 

　
　

ト
投
て
遣
る
。
鳴
滝
恟
り
驚
き

鳴
滝　

ヱ
ヽ
、
こ
り
や
、
百
両
。
そ
ん
な
ら
是こ
れ

を
私
わ
た
く
し

へ

岩
藤　

口
数
聞
ず
と
早
ふ
ゆ
き
や

鳴
滝　

有
難
ふ
ご
ざ
い
ま
す
る

　
　

ト
懐 

中
し
て
花
道
へ
急
ぐ
。
岩
藤
思
入
有
り
て
懐
剣
を
手

裏
剣
に
打
つ
。
鳴
滝
、
こ
れ
に
当
て
た
ぢ
〳
〵
と
舞ぶ
た
い台
へ

来
て
倒
れ
る

右
は
、
義
高
の
調
伏
を
企
む
岩
藤
が
、
鳴
滝
法
師
（
坂
東
大
吉
）

か
ら
呪
い
人
形
を
受
け
取
る
場
面
で
あ
る
。
鳴
滝
か
ら
人
形
を
貰
っ

た
岩
藤
は
、
直
ち
に
口
止
め
の
た
め
鳴
滝
法
師
を
殺
す
。
渥
美
清
太
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郎
が
『
館
結
花
行
列
』
を
﹁
系
統
別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題
﹂
の
四
十
六

回
（
前
掲
書
）
に
紹
介
す
る
際
、﹁
こ
の
脚
本
に
初
め
て
初マ

マ
瀬
寺
花
見

の
場
が
生
れ
、
岩
藤
が
医
者
を
斬
つ
て
奸
悪
を
示
す
演
出
が
植
え
、

完
全
な
序
幕
の
体
を
成
し
た
﹂
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
右
は
岩
藤
の

悪
が
際
立
つ
演
出
に
な
っ
て
い
る
。
右
に
も
添
削
の
跡
が
あ
り
、
以

下
の
内
容
が
鳴
滝
の
台
詞
﹁
先
達
て
申
た
通
り
（
略
）
受
合
﹂
の
後

ろ
に
追
加
さ
れ
た
後
、
全
部
削
除
の
表
示
が
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ト
四
人
恟び
つ
く

り
し
て

四
人　

そ
り
や
、
ア
ノ
誰
を
な

岩
藤　

清
水
の
冠
者
義
高
さ
ま
は

　
　

ト
菊
野
合が
て
ん点

の
行
ぬ
思
入

菊
野　

モ
シ
、
お
局
さ
ま
。
そ
の
冠
者
義
高
さ
ま
は

桐
島　

先
達
て
御
最
期
ゆ
へ

鶴
尾　

お
言
号
の
姫
君
さ
ま

筑
地　

そ
れ
で
御
出
家
遊
ば
し
た
い

四
人　

思
し
召
し
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
か

　
　

ト
岩
藤
思
入
有
て

岩
藤　

 

成
程
。
こ
り
や
、
こ
な
さ
ん
は
知し

ら
ぬ
は
づ
。
先
達
て

鎌
倉
へ
お
首
で
ご
ざ
つ
た
義
高
さ
ま
は
、
あ
り
や
偽
り
。
そ

れ
御
存
で
頼
朝
公
、
そ
の
ま
ゝ
に
御
詮
義
な
き
も
、
一
ト
度

は
、
聟
が
ね
と
遊
ば
さ
れ
し
御
不
便
ゆ
へ
、
助
ケ
置
る
ゝ
深

き
後
賢
慮
。
そ
れ
じ
や
に
よ
つ
て
、
清
水
の
冠
者
無
事
で
ご

ざ
る
と
い
ふ
事
を
、
姫
君
聞
へ
た
は
、
弟
主
税
が
望
は
叶
ぬ
。

そ
れ
故ゆ
へ

殺
し
て
し
も
ふ
調
伏

四
人　

成
程
な
ア

鳴
滝　

 

モ
シ
、
お
局
さ
ま
。
私
わ
た
く
し

へ
は
御
約
束
の
、
ど
ふ
ぞ
お

金
を
下
さ
り
ま
せ
。
大
き
に
骨
を
折
り
ま
し
た
は
へ

右
は
、
付
箋
に
よ
り
追
加
さ
れ
て
い
て
、
清
書
の
後
追
加
さ
れ
た

と
見
ら
れ
る
。
追
加
部
分
の
筆
跡
は
、３
の
筆
跡
と
変
わ
り
は
な
く
、

台
帳
作
成
の
初
期
に
五
立
目
を
執
筆
し
た
人
物
（
奈
河
七
五
三
助
）、

あ
る
い
は
清
書
し
た
人
物
に
よ
る
挿
入
だ
と
思
わ
れ
る
。
岩
藤
に
よ

る
調
伏
の
手
伝
い
を
し
た
鳴
滝
法
師
の
殺
害
は
、
腰
元
達
と
岩
藤
の

台
詞
が
あ
る
削
除
前
の
演
出
で
は
、
緊
張
感
が
弛
ん
で
し
ま
い
、
そ

の
台
詞
が
な
い
演
出
と
比
べ
、残
忍
な
岩
藤
の
姿
が
薄
い
。
南
北
は
、

岩
藤
の
印
象
を
よ
り
強
烈
に
す
る
た
め
に
、
無
駄
な
台
詞
を
省
い
た

と
思
わ
れ
る
。
同
様
の
趣
向
と
演
出
は
、
文
化
十
年
正
月
上
演
の

『
例し
き
せ
も
の
そ
が
の
だ
て
ぞ
め

服
曾
我
伊
達
染
』（
森
田
座
）
に
お
い
て
も
使
わ
れ
て
い
る︶

5
︵

。

宗
益　

 　

望
の
金き
ん

子
千
両
箱
、
あ
な
た
御
持
参
で
ご
ざ
り
ま
す

る
官
兵
衛　

い
か
に
も
。
源
太
、
籠
の
内
の
し
な
、
こ
れ
へ

源
太
郎　

こ
ゝ
ろ
へ
ま
し
た

　
　
　

ト 
源
太
郎
、
駕
の
内
よ
り
千
両
箱
を
出
し
、
真
中
へ
お
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き
、

官
兵
衛 　

や
く
そ
く
の
と
ふ
り
、
金
子
と
引
き
か
へ
の
薬
り
受

取
ふ
か

宗
益　
　

な
る
ほ
ど

　
　
　

ト 
宗
益
、
懐
ふ
と
こ
ろ

よ
り
薬
包
み
大
分
い
た
し
、
千
両
箱
の

上う
へ

に
て
調
合
の
思お
も
い
れ入

あ
つ
て

　

イ
ザ

官
兵
衛　

い
か
に
も
、
た
し
か
に
う
け
と
つ
た

鬼
貫　
　

そ
れ
、
金
子
を
あ
ら
た
め
へ

宗
益　
　

こ
れ
が
あ
ら
た
め
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ふ
か

　
　
　

ト 

千
両
箱
の
蓋ふ
た

を
あ
け
る
。
ド
ン
と
音
し
て
煙ゑ
ん
せ
う硝

火
ぱ

つ
と
た
ち
、
宗
益
、
ウ
ン
ト
即
死
す
る

謀
反
人
の
官
兵
衛
が
、
毒
薬
を
宗
益
か
ら
貰
っ
た
後
、
口
止
め
の

た
め
に
宗
益
を
殺
す
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
謀
反
人
の
極
悪
な

姿
が
簡
潔
に
描
か
れ
て
い
て
、
廻
り
舞
台
で
右
の
場
面
に
な
り
、
宗

益
の
死
後
、
再
び
廻
り
舞
台
で
次
の
幕
へ
替
わ
る
、
短
く
て
無
駄
の

な
い
演
出
に
な
っ
て
い
る
。『
館
結
花
行
列
』
の
引
用
の
部
分
に
お

い
て
も
、
長
い
台
詞
が
削
除
さ
れ
、
短
い
幕
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

『
例
服
曾
我
伊
達
染
』
と
同
様
で
あ
る
。

右
の
省
略
さ
れ
た
義
高
の
生
存
と
い
う
事
実
は
、
次
の
よ
う
に
、

﹁
六
立
目
草
履
打
ち
の
場
﹂（
４
の
七
丁
オ
）
に
お
い
て
語
ら
れ
る
。

岩
藤　

 

姫
君
と
言い
ひ

号
の
義よ
し

高
。
何い

つ時
ぞ
や
江
州
に
お
ゐ
て
佐
々

木
家
の
為
に
首く
び

打
れ
し
と
は
偽
り
。
誠
は
未い
ま

だ
此
世
に
な
が

ら
へ
い
る
よ
し
。
そ
れ
故ゆ
へ

の
調
伏
。
大
望
叶
へ
ば
、
姫
と
そ

な
た
を
夫
婦
と
な
す
岩
藤
が
兼
て
の
望
み

こ
の
台
詞
も
、
貼
り
紙
の
上
に
記
さ
れ
て
お
り
、
先
述
の
五
立
目

に
お
け
る
削
除
が
行
わ
れ
た
後
で
追
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

六
立
目
の
右
の
部
分
は
、
六
立
目
の
他
の
箇
所
と
同
筆
跡
で
あ
る
の

で
、
六
立
目
を
担
当
し
た
者
に
よ
る
添
削
と
し
て
も
無
理
は
な
い
。

五
立
目
に
添
削
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
南
北
の
担
当
し
た
場
面
に
移
さ

れ
た
こ
と
は
、
添
削
を
南
北
が
し
た
傍
証
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

三　

六
立
目

六
立
目
に
は
、
五
立
目
に
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
立
女
形
の
五
世

岩
井
半
四
郎
が
、
お
初
の
役
で
登
場
す
る
。
現
行
の
お
初
の
型
は
、

古
井
戸
秀
夫
氏
に
よ
る
と
﹁
四
代
目
岩
井
半
四
郎
を
受
け
て
五
代
目

半
四
郎
が
確
立
﹂（
河
竹
登
志
夫
監
修
、
古
井
戸
秀
夫
編
『
歌
舞
伎
登
場
人

物
事
典
』、
白
水
社
、
二
〇
〇
六
年
）
し
た
。
文
化
元
年
五
代
目
を
襲
名

し
た
ば
か
り
の
半
四
郎
は
、
尾
上
を
勤
め
た
老
齢
の
瀬
川
路
考
と
と

も
に
、
文
化
三
年
中
村
座
の
中
心
的
な
女
形
で
あ
っ
た
。
南
北
は
、

そ
の
よ
う
な
半
四
郎
を
登
場
さ
せ
、
滑
稽
な
場
面
を
見
せ
る
。

菊
野　

 
ほ
ん
に
、
そ
れ
〳
〵
、
わ
し
が
頼
ん
だ
事
が
有
た
は
い
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の
ふ

お
初　

 
こ
ん
な
無む

り理
な
事
を
被
成
ま
す
る
と
も
、
調
へ
て
参さ
ん

じ

ま
し
た
。
ア
ノ
、
べ
つ
か
う
の

菊
野　

 

ア
ヽ
、
コ
レ
〳
〵
。
わ
し
が
悪わ
る

か
つ
た
。
モ
ウ
、
無む

り理

な
事
は
せ
ぬ
程
に
、
早は
や

ふ
そ
の
鼈べ
つ
か
う甲
が
見
た
い
の

桐
島　

 

わ
し
が
頼
み
の
物も
の

も
買か

ふ
て
た
も
つ
た
か
や

お
初　

 

お
気
に
入
り
ま
す
よ
ふ
に
と
拵
へ
ま
し
て
、
ハ
イ
、
調

へ
て
参
り
ま
し
た

菊
野　

 

早は
や

ふ
見
た
い
の
。
御
殿
へ
来
る
小
間
物
や
幾
人
か
来き

て

も
、
小ち
い

そ
ふ
て
も
ど
か
し
い
。
定
め
て
太ふ
と

い
長
ひ
物
で
有
ふ

の
ふ

お
初　

ハ
イ
〳
〵
、
注
文
通
り
を
取
て
参さ
ん

じ
ま
し
た

菊
野　

 

い
つ
そ
、
モ
ウ
、
見
ぬ
内
か
ら
気
に
入
た
よ
ふ
な
は
い

の
お
初　

さ
や
ふ
な
ら
、
お
目
に
か
け
ま
せ
ふ　

○

　
　

ト
紙
包
の
鼈べ
つ
か
う甲
の
鬢び
ん
さ差
し
を
出
し

　

モ
シ
、
よ
い
恰か
つ
か
ふ好
で
ご
ざ
り
ま
せ
ふ
が
な

菊
野　

ヲ
や
〳
〵
、
コ
リ
ヤ
、
鬢び
ん
さ差

し
で
は
な
い
か
い
の

お
初　

ハ
イ
、
御
注
文
の
鼈べ
つ
か
う甲
で
ご
ざ
り
ま
す
る

菊
野　

 

け
し
か
ら
ぬ
。
わ
し
が
頼
ん
だ
鼈べ
つ
か
う甲

は
鬢び
ん
さ差

し
で
は
な

い
は
い
の

（
略
）

桐
島　

わ
し
が
頼た
の

ん
だ
揚あ

げ
物も
の

は
、
ど
ふ
じ
や
へ

お
初　

ハ
イ
、
上あ

げ
物
も
取
て
参さ
ん

じ
ま
し
た
は
い
な

　
　

ト
丈
長
の
上あ
げ

元
結
を
出
す

桐
島　

ヲ
や
〳
〵
、
コ
リ
ヤ
丈
長
の
元
結
じ
や
な
い
か

お
初　

ハ
イ
、
よ
ふ
あ
げ
ま
し
た
じ
や
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
か

桐
島　

 

ヲ
ヽ
先
き
、
わ
し
が
頼
ん
だ
揚あ

げ
物も
の

は
、
内
田
の
前
に

居
や
る
、
お
さ
つ
や
蛤
は
ま
ぐ
り

の
天て
ん

ぷ
ら
の
事
じ
や
は
い
の

五
立
目
に
も
登
場
し
て
、
左
門
に
濡
れ
か
か
っ
た
岩
藤
の
腰
元
の

四
人
は
、
お
初
に
買
い
物
を
頼
ん
で
い
る
。
菊
野
が
頼
ん
だ
鼈
甲
と

い
う
の
は
、
淫
具
の
張
型
の
異
称
で
あ
る
。
菊
野
は
、
屋
敷
に
出
入

り
す
る
小
間
物
屋
に
頼
ん
だ
物
は
、
小
さ
く
て
物
足
り
な
い
と
言
っ

て
、
お
初
に
買
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

お
初
が
買
っ
て
き
た
の
は
、
鼈
甲
の
鬢
差
し
で
あ
っ
て
、
包
み
が
大

き
か
っ
た
の
で
、﹁
見
ぬ
内
か
ら
気
に
入
た
よ
ふ
な
は
い
の
﹂
と
い
う

菊
野
の
期
待
感
は
、
お
初
が
取
り
出
す
鬢
差
し
に
よ
っ
て
失
望
へ
変

わ
り
、
観
客
の
大
き
な
笑
い
を
と
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
工

夫
は
、
桐
島
の
揚
げ
物
に
も
使
わ
れ
て
い
て
、
天
ぷ
ら
を
頼
ん
で
い

た
桐
島
に
﹁
よ
ふ
あ
げ
ま
し
た
じ
や
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
か
﹂
と
、
上
元

結
と
勘
違
い
し
て
言
い
返
す
半
四
郎
の
言
葉
に
も
表
れ
て
い
る
。
こ

の
滑
稽
な
場
面
の
前
に
は
、
幕
上
げ
か
ら
お
初
の
登
場
ま
で
の
間
、
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四
人
の
腰
元
が
灌
仏
会
に
つ
い
て
話
す
場
面
が
、
一
丁
程
度
で
書
か

れ
て
い
た
が
、
削
除
の
表
示
が
あ
る
の
で
、
上
演
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
上
演
で
は
、
六
立
目
は
右
の
よ
う

な
滑
稽
な
場
面
で
始
ま
り
、
五
立
目
終
盤
の
緊
張
感
が
漂
う
雰
囲
気

を
一
転
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

滑
稽
は
、
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
南
北
の
特
徴
で
あ
る
。
三
升
屋

二
三
次
の
『
作
者
店
お
ろ
し
』（
天
保
十
四
年
︿
一
八
四
四
﹀
序
）
に
は
、

﹁
俵
蔵
の
昔
は
お
か
し
み
の
狂
言
を
書
て
﹂
と
あ
り
、
岩
本
活
東
子

の
『
戯
作
者
小
伝
』（
安
政
三
年
︿
一
八
五
六
﹀）
に
も
﹁
生
ま
れ
つ
き

滑
稽
を
好
み
て
、
人
を
笑
わ
す
こ
と
を
業わ
ざ

と
す
﹂
と
あ
っ
て
、﹁
南
北

＝
滑
稽
﹂
の
図
式
が
成
立
し
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
近
代
以
降

の
南
北
の
研
究
に
も
受
け
継
が
れ
、﹁
南
北
が
得
意
と
せ
る
は
世
話
狂

言
に
し
て
、
巧
み
に
市し
せ
い井

の
風
俗
と
流
行
と
を
穿う
が

ち
、
且か

つ
其
の
間

に
滑
稽
の
趣
お
も
む
き

を
尽
し
﹂（
伊
原
敏
郎
著
『
近
世
日
本
演
劇
史
』、
早
稲
田

大
学
出
版
部
、
一
九
一
三
年
）
と
い
う
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
一
言
で
滑
稽
と
言
っ
て
も
南
北
の
初
期
作
の
滑
稽
の
場
面

は
、
後
期
作
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
い
て
、『
館
結
花
行
列
』
の
如
く
、

筋
と
は
関
わ
り
の
な
い
独
立
し
た
滑
稽
の
場
面
が
設
け
ら
れ
る
特
徴

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
郡
司
正
勝
が
﹁
小
幕
作
者
時
代
と

道
化
方
﹂（『
鶴
屋
南
北
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年
）
に
お
い
て
、

い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。『
閏う
る
お
う
と
し
め
い
か
の
ほ
ま
れ

訥
子
名
和
歌
誉
』（
寛

政
六
年
十
一
月
、
都
座
）
の
三
立
目
に
つ
い
て
、﹁
三
立
目
、
あ
ざ
ら
し

入
道
。
水
び
や
し
に
て
午
（
牛
の
誤
刻
カ
）
に
引
れ
て
の
出
。
面
白

し
〳
〵
。
次
に
あ
ひ
る
の
血
汐
を
飲
ま
せ
て
の
お
か
し
み
は
出
来
ま

し
た
〳
〵
。
俵
蔵
殿
と
見
へ
ま
す
﹂
と
『
役や
く
し
や
ゑ
ほ
う
ま
い
り

者
恵
宝
参
』（
寛
政
七
年

刊
）の
記
事
を
引
用
し
、南
北
の
滑
稽
の
評
判
を
説
明
し
て
い
る
。『
閏

訥
子
名
和
歌
誉
』
は
、
並
木
五
瓶
が
江
戸
に
下
っ
て
の
初
作
品
で
あ

っ
た
が
、﹁
何
だ
か
こ
ん
ど
の
狂
言
は
ね
つ
か
ら
わ
か
ら
ぬ
﹂
と
の
よ

う
な
酷
評
を
浴
び
た
。
そ
の
中
で
南
北
の
担
当
部
分
だ
け
は
、
好
評

を
得
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、右
の
三
立
目
の
あ
ざ
ら
し
入
道
の
件
は
、

﹁
ど
う
あ
ざ
ら
し
入
道
が
登
場
し
て
く
る
の
か
は
わ
か
ら
ぬ
﹂（
郡
司
、

前
掲
書
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
ざ
ら
し
入
道
の
登
場
は
唐
突

で
あ
り
、
他
の
筋
と
の
関
わ
り
は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
館
結

花
行
列
』
の
半
四
郎
の
滑
稽
の
場
面
と
同
様
、
筋
と
関
係
が
薄
い
滑

稽
だ
け
の
場
面
に
な
っ
て
い
る
。『
閏う
る
お
う
と
し
め
い
か
の
ほ
ま
れ

訥
子
名
和
歌
誉
』
の
場
合
、

南
北
は
五
枚
目
の
作
者
で
あ
っ
た
の
で
、
自
分
で
狂
言
の
全
体
的
な

構
成
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。『
館
結
花
行

列
』
の
滑
稽
な
場
面
も
、こ
の
よ
う
な
傾
向
が
表
れ
た
結
果
で
あ
る
。

以
後
滑
稽
は
、
南
北
が
立
作
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
作
品

の
全
体
を
統
括
す
る
に
つ
れ
、
作
品
の
筋
と
融
和
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
く
。
二
つ
実
例
を
挙
げ
よ
う
。
ま
ず
、
文
政
六
年
正
月
、
市
村

座
上
演
の
『
八や
ゑ
が
す
み
そ
が
の
く
み
い
と

重
霞
曾
我
組
糸
』
で
あ
る
。
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鬼
王
は
、
買
っ
て
き
た
蛸
が
見
え
な
い
と
、
仏
像
が
自
分
の
蛸
を

食
べ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
込
ん
で
、仏
像
に
飛
び
か
か
ろ
う
と
す
る
。

一
緒
に
い
た
禅
司
坊
は
、
鎌
と
石
を
使
っ
て
切
り
火
を
打
ち
、
鬼
王

を
静
め
る
。
こ
の
滑
稽
な
場
面
の
後
、
次
の
場
面
へ
繋
が
る
。

禅
司　

い
は
ゞ
敵
の
弟
御
と

鬼
王　

思
へ
ば
無
念
な

　
　

ト
き
つ
と
立
ち
、
ツ
カ
〳
〵
と
行
き
無
念
の
こ
な
し

七
郎　

そ
り
や
こ
そ
怒
つ
た
〳
〵

岬　
　

コ
リ
ヤ
、
鎮
め
て
〳
〵

　
　

ト
押 

へ
る
。
閉
坊
心
得
、
件
の
鎌
に
て
鬼
王
に
火
を
打
ち

か
け
る
。
こ
れ
に
て
鬼
王
、
力
ん
だ
ま
ゝ
、
グ
ン
ニ
ヤ
リ

と
な
る
。

鬼
王
と
、
鬼
王
の
主
筋
の
禅
司
坊
は
、
敵
の
工
藤
祐
経
の
弟
に
合

う
。
鬼
王
が
怒
り
の
あ
ま
り
、
敵
に
立
ち
向
か
う
と
、
傍
線
部
の
よ

う
に
閉
坊
が
前
の
滑
稽
の
場
面
で
使
わ
れ
た
切
り
火
を
打
つ
。
滑
稽

な
要
素
が
巧
み
に
筋
の
展
開
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。次

は
、
文
政
八
年
七
月
市
村
座
上
演
の
『
東と
う
か
い
ど
う
よ
つ
や
か
い
だ
ん

海
道
四
谷
怪
談
』
第

二
番
目
三
幕
目
で
あ
る
。

直
助　

伊
右
衛
門
さ
ま
。
な
る
ほ
ど
お
ま
へ
は

伊
右　

こ
の
よ
ふ
に
、
あ
く
も
み
よ
ふ
見
ま
ね
に

直
助　

た
れ
を
見
ま
ね
に

伊
右　

お
ぬ
し
が
仕
ぐ
さ
を

直
助　

ア
ノ
、
わ
し
が
ふ
だ
ん
を

伊
右　

見
な
ら
つ
た
の
よ

直
助　

誠
に
か
ん
し
ん
。
○
奇
妙

伊
右
衛
門
を
勤
め
た
七
代
目
市
川
団
十
郎
は
、
実
悪
の
演
技
を
、

直
助
に
扮
し
た
実
悪
の
名
手
五
代
目
松
本
幸
四
郎
に
習
っ
た
と
い
う

楽
屋
落
ち
で
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
直
助
は
、﹁
奇
妙
﹂と
反
応
す
る
。

直
助
は
、
作
品
の
所
々
に
お
い
て
口
癖
の
よ
う
に
﹁
奇
妙
﹂
と
言
っ

て
い
る
。
こ
の
﹁
奇
妙
﹂
と
い
う
言
葉
は
、
直
助
が
二
番
目
序
幕
に

薬
売
り
と
し
て
登
場
し
た
際
、
口
に
し
て
い
た
台
詞
を
利
用
し
た
の

で
あ
る
。
花
道
か
ら
﹁
藤
八
五
文
、
奇
妙
﹂
と
呼
び
な
が
ら
の
出
端

は
、
当
時
の
流
行
で
あ
っ
た
香や

し
具
師
の
薬
売
り
を
用
い
た
趣
向︶

6
︵

で
あ

る
。
南
北
は
、
序
幕
の
出
端
で
使
わ
れ
た
短
い
言
葉
を
、
後
の
三
幕

目
に
ま
で
も
引
き
出
し
て
滑
稽
に
使
っ
た
の
で
あ
る
。
や
は
り
、
言

葉
遊
び
を
利
用
し
た
滑
稽
を
筋
と
絡
め
て
使
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。こ

う
し
た
例
に
対
し
、
南
北
に
よ
る
『
館
結
花
行
列
』
六
立
目
の

引
用
箇
所
は
、
性
的
な
冗
談
や
言
葉
遊
び
に
重
点
が
置
か
れ
、
狂
言

の
筋
と
の
融
和
に
欠
け
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
だ
、
全
体
の
筋
を
統

括
す
る
立
作
者
と
し
て
の
経
験
が
不
足
し
て
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
な
欠
点
は
、
後
期
に
な
る
に
つ
れ
、
滑
稽
が
う
ま
く
筋
の

中
に
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
『
館
結
花
行
列
』
を
通
し
て
、
初
期
南
北
作
品
の
特
徴
を
探

っ
て
み
た
。

ま
ず
、
五
立
目
は
、
作
者
が
奈
河
七
五
三
助
に
な
っ
て
い
る
も
の

の
、南
北
に
よ
る
添
削
の
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
南
北
は
、

濡
れ
場
を
加
え
た
り
、
役
者
を
均
等
に
使
っ
た
り
し
て
、
ま
だ
江
戸

歌
舞
伎
に
馴
れ
て
い
な
い
七
五
三
助
が
執
筆
し
た
幕
を
添
削
し
た
の

で
あ
る
。

ま
た
、
六
立
目
の
始
め
の
場
面
に
見
え
る
滑
稽
の
場
面
か
ら
は
、

全
体
的
な
筋
よ
り
一
場
面
の
面
白
さ
を
優
先
し
た
過
渡
期
の
南
北
の

特
徴
が
垣
間
見
え
る
。

︻
注
︼

（
1
）
ロ
16
の
資
料
は
、
早
稲
田
演
劇
博
物
館
設
立
の
企
画
の
際
、
蔵
書
家

で
あ
る
小
林
文
七
か
ら
購
入
し
た
資
料
で
あ
る
。
菊
池
明
氏
の
﹁
絵

本
番
付
の
朱
筆
書
入
れ
に
つ
い
て
﹂（
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演

劇
博
物
館
編
『
江
戸
芝
居
番
付
朱
筆
書
入
れ
集
成
』、
早
稲
田
大
学
出

版
部
、
一
九
九
〇
年
）
や
鳥
越
文
蔵
他
編
『
朱
筆
書
入
れ　

江
戸
芝

居
絵
本
番
付
集
（
一
）』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
二
年
）
の

解
題
に
詳
し
い
。

（
2
）
天
明
三
年
三
月
、
市
村
座
上
演
の
『
寿こ
と
ぶ
き
ば
ん
ぜ
い
そ
が

萬
歳
曾
我
』
に
、
草
履
打
ち

の
趣
向
が
確
認
で
き
る
。
伊
原
敏
郎
著
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
四
巻
（
岩

波
書
店
、一
九
五
九
年
）に﹁
幾
蔵
の
近
江
小
藤
太
女
房
久
須
美
。（
略
）

連
理
が
解
き
し
帯
を
捉
へ
て
不
義
な
り
と
い
ひ
か
け
、
草
履
に
て
打

擲
。
理
口
丈
に
殺
さ
れ
、
早
変
り
に
て
下
男
と
な
り
、
連
理
が
供
し

て
入
る
（
此
の
草
履
打
は
隣
座
の
︿
鏡
山
﹀
に
張
合
ふ
た
め
か
）﹂
と

あ
り
、
一
見
曾
我
の
世
界
と
鏡
山
の
世
界
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
『
寿
萬
歳
曾
我
』
は
、
伊
原
敏
郎
の
指

摘
通
り
、
隣
座
の
『
増
補
加
々
見
山
旧
錦
絵
』（
森
田
座
）
に
対
抗
す

る
た
め
に
、
鏡
山
以
前
に
も
不
破
名
古
屋
物
な
ど
に
登
場
し
て
い
た

草
履
打
ち
の
趣
向
を
利
用
し
た
に
過
ぎ
ず
、
鏡
山
の
筋
を
取
り
込
ん

で
い
る
と
は
言
い
難
い
。

（
3
）
以
下
底
本
の
引
用
に
際
し
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
え
、
適
宜
底
本

の
平
仮
名
を
漢
字
に
改
め
、
原
文
の
平
仮
名
を
振
り
仮
名
と
し
て
残

し
た
。
ま
た
句
読
点
、
濁
点
を
加
え
た
。
さ
ら
に
台
帳
で
役
者
名
で

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
論
の
都
合
上
役
名
に
改
め
た
。

（
4
）『
役
者
一
口
商
』（
文
化
二
年
刊
）
の
森
田
勘
弥
の
評
に
﹁
享
和
元
酉

の
冬
（
略
）
子
息
へ
森
田
勘
弥
の
名
を
ゆ
づ
り
﹂
と
あ
る
。
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（
5
）
引
用
は
、『
鶴
屋
南
北
全
集　

第
十
二
巻
』、
三
一
書
房
、
一
九
七
四
年

に
よ
る
。
以
後
、底
本
以
外
の
南
北
作
品
の
引
用
は
、同
全
集
に
よ
る
。

（
6
）
藤
八
五
文
の
薬
売
り
に
関
し
て
は
、
郡
司
正
勝
校
注
、
新
潮
日
本
古

典
集
成
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』（
新
潮
社
、
一
九
八
一
年
）
の
注
に
詳

し
い
。

︹
付
記
︺ 

資
料
閲
覧
の
ご
許
可
を
頂
き
ま
し
た
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念

演
劇
博
物
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




